
20

広報�

�
�
●町の将来を託す16人�
　　　～　新議会議員を紹介します　～�
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・人　口　男　2,887人（－　５　）�
　　　　　女　3,188人（－13）�
　　　　　計　6,075人（－18）�
・世帯数　　　1,757戸（＋11）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（１月１日現在）�

だ　よ　り�
（12／21～１／20)

慶　弔�

�

■環境改善センター………�

■歴史民俗資料館……………�

■町民体育館………………�

■町民武道館………………�

■町営野球場………………�

■ふれあいスポーツ館………�

■定住促進センター……�

■日本国花苑施設…………�

■老人福祉センター……�

■ごみ処理量…………………�

■し尿処理量………………�

�

1,075人（ 人)�

23人（ 316人)�

1,307人（ 人)�

701人（7,138人)�

0人（3,879人)�

388人（1,401人)�

1,472人（ 人)�

0人（ 人)�

1,679人（ 人)�

90ｔ（ 779ｔ)�

134s（ 933s)

施設の利用状況（12月）�
(　)内は累計�

■お誕生おめでとう�

伊藤　　華（　勲　、真理・長女）宇治木�

■ご結婚おめでとう（転入）�

　小林　晴仁　大雄村�
�三浦　千晶　さくら　さくら（さくら)�

■ご結婚おめでとう（転出）�

　樋渡　大基　秋田市�
�半田　文香　田　中　十文字町（十文字町)�

■お悔やみ申し上げます。�

伊　藤　フ　ミ（72歳･國太郎）街　道�

鷲　谷　政　一（75歳･本　人）海老沢�

小　林　テルノ（80歳･征　雄）葹　田�

渡　邊　重　一（72歳･本　人）街　道�

湊　　　俊之助（84歳･伸　行）大　倉�

三　浦　吉五郎（87歳･吉　郎）井　内�

伊　藤　龍　夫（76歳･本　人）大　倉�

藤　原　傳四郎（81歳･本　人）館　岡�

中　山　五　郎（76歳･本　人）小今戸�

鷲　谷　新之助（85歳･本　人）海老沢�

　　ハナ�

■地域福祉基金へ�

・大倉町内の湊伸行さんより、亡父�

　俊之助さんの香典返しとして５万円。�

・街道町内の渡辺一幸さんより、亡父�

　重一さんの香典返しとして３万円。�

・葹田町内の小林征雄さんより、亡母�

　テルノさんの香典返しとして５万円。�

“ありがとうございました”�

善　意�

　（新本籍）　（新住所）�

　（新本籍）　（新住所）�
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14,754

〝
が
ん
ば
る
高
校
生
〞
の
取
材
を
し
て
い
て

い
つ
も
思
う
こ
と
は
、
ど
の
生
徒
も
も
と
も
と
、

私
た
ち
の
観
念
の
中
に
あ
る
高
校
生
ら
し
い
高

校
生
た
ち
だ
と
い
う
こ
と
。
お
話
を
聞
い
て
別

れ
た
後
、
〝
ル
ン
ル
ン
〞
と
し
た
気
分
は
ど
こ

か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
。
若
さ
を
い
た
だ
い
た

せ
い
で
し
ょ
う
か
。
抱
い
て
い
た
期
待
が
裏
切

ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
苦

し
さ
や
悔
し
さ
が
、
あ
の
子
た
ち
の
優
し
さ
を

引
き
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
思
う

の
で
す
。

・
　
　
　
・
　
　
　
・

町
議
会
議
員
の
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。
無

投
票
の
公
算
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
選
挙

戦
に
入
る
と
天
気
ま
で
が
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
大
荒
れ
、
選
挙
一
色
の
日
々
で
し
た
。

町
村
合
併
と
い
う
岐
路
に
立
つ
選
挙
戦
と
あ
っ

て
、
町
民
の
関
心
は
高
か
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
投
票
率
は
今
一
つ
伸
び
な
い
状
況
で
し
た
。

自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
の
手
で
、
と
い
う

こ
と
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
す

が
…
。

い

編集雑記�

ド
レ
ー
ル
の
清
掃
で
す
。
お
盆
の
前
の
日
曜

日
の
朝
早
く
町
内
総
出
で
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
大
き
な
行
事
と
し
て
、
収
穫
祭
が

あ
り
ま
す
。
前
身
は
夏
祭
り
で
、
駐
車
場
に

シ
ー
ト
を
敷
い
て
長
男
会
の
メ
ン
バ
ー
が
焼

き
そ
ば
・
焼
鳥
・
焼
イ
カ
等
で
子
供
達
を
喜

ば
せ
、
大
人
た
ち
は
冷
た
い
ビ
ー
ル
で
咽
を

潤
し
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
カ
ラ
オ
ケ

等
で
真
夏
の
夜
を
楽
し
ん
だ
の
が
始
ま
り
で

す
。
そ
の
あ
と
、
収
穫
祭
と
し
て
、
新
米
で

お
ば
あ
さ
ん
達
が
ダ
マ
コ
モ
チ
を
つ
く
り
、

お
母
さ
ん
達
が
祝
宴
の
準
備
を
し
ま
す
。
町

内
全
員
参
加
の
も
と
、
収
穫
を
祝
い
、
酒
を

酌
み
交
わ
す
の
で
す
。
二
年
前
か
ら
美
し
い

町
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
収
穫
祭
を

世
代
間
交
流
と
位
置
づ
け
、
十
一
月
の
第
二

日
曜
日
の
夜
に
行
っ
て
い
ま
す
。
夕
方
か
ら

公
民
館
に
集
ま
り
キ
リ
タ
ン
ポ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
（
景
品
あ
り
）
・
カ
ラ
オ
ケ
等
で
若
い

人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
町
内
全
員
参
加
で
楽

し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
に
子
供
会
活
動
で
県
表
彰

を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
も
熟
年
と
な
り
、
縁
あ

っ
て
嫁
い
で
き
た
人
達
と
共
に
町
内
の
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

館
岡
町
内
は
中
世
・
豊
臣
秀
吉
の
時
代
、

桧
山
安
東
氏
の
臣
下
館
岡
半
兵
衛
の
城
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
山
麓
の
十
一
戸
の
集
落

で
、
井
川
町
で
一
番
小
さ
な
町
内
で
す
。
又
、

館
岡
町
内
に
は
葹
田
・
寺
沢
・
館
岡
郷
中
の

天
照
皇
大
神
を
祭
る
産
土
神
の
神
明
社
が
あ

り
、
境
内
に
は
樹
齢
数
百
年
と
い
わ
れ
る
老

大
杉
が
あ
り
、
じ
っ
と
館
岡
集
落
の
歴
史
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。
行
政
小
集
落
だ
け
に
家

族
的
で
団
結
力
が
強
く
み
ん
な
で
助
け
合
っ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
お
こ
っ
た
不

幸
に
、
み
ん
な
で
悲
し
み
、
喜
び
は
共
に
歓

喜
し
、
そ
し
て
町
内
の
行
事
・
集
会
等
に
は

常
に
ほ
ぼ
一
０
０
％
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

町
内
で
は
二
年
前
か
ら
美
し
い
町
づ
く
り

事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
一
つ
は
道
路
端

を
飾
る
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
づ
く
り
で
す
。
花

の
植
栽
に
は
町
内
総
出
で
作
業
し
、
水
や
り

や
手
入
れ
当
番
を
決
め
、
み
ん
な
で
協
力
し

合
っ
て
行
い
ま
す
。
町
内
の
人
の
心
を
和
や

か
に
し
、
町
内
に
来
る
人
の
心
を
癒
し
て
く

れ
ま
す
。
一
つ
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー

館
岡
町
内
を
見
守
る
大
杉
と
神
明
社

館
　
岡

全
員
参
加
で

美
し
い
町
づ
く
り
事
業

文：小林広志さん
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鈴木　孝さん
小泉・農業

①次の点に努力したい。・安心、
安全な住みよい地域づくり・農
業の振興と商工業の発展・福祉
の充実・教育の振興と青少年の
健全育成・自然の特性を生かし
た町づくり

②住民の利便性や行政サービスの
向上、重点的な投資の実現、行
政課題への対応、特にスケール
メリットを生かした産業の振興
に期待したい。

③町民との対話を重ね、代弁者と
して活動したい。

草階広治さん
八幡・農業

①まだ未熟者ですが、井川町発展
のため、誠心誠意働かせてもら
いたい。

②色々な意見を承知している。最
終判断は議会で決定することに
なるが、町民の意見を尊重し決
定したい。

③趣味：登山、山菜取り
家族：両親　
信念：「こう」と決めたら曲げな

い。

藤田俊悦さん
新屋敷・農業

①不況、地方分権、町村合併など
激変する社会情勢の中、町民と
の対話をより重視し、その声を
重く受け止め、町政に反映させ
ていきたい。

②合併は急ぎすぎる必要はない。
時間をかけて３町の中身を充分
把握した上で結論を出すべき
だ。

③趣味：旅行

工藤久兵衛さん
大麦・農業

①将来の町の農業に夢を持てるよ
うな基盤整備や農村づくりを農
家と共に考えたい。

②安易に妥協することなく、徹底
した議論を重ねたい。

③初心に返り、議員として活力あ
る町づくりのため一所懸命頑張
りたい。

藤田英次さん
田中・会社役員

①町民に奉仕する公僕としての立
場を強く認識しながら、初心を
忘れず、町民一人一人が心の豊
かさを実感できる町づくりに努
めたい。

②町民が良かったと思えるような
活力ある郷土の誕生を目指し、
今後の協議に臨みたい。町に不
利益な合併はするべきではな
い。

③仕事一筋（無趣味）
家族：１～82歳までの６人

山崎養悦さん
井内・農業

①議会の活性化に努力する。
②町の少子高齢を見通し、財政負
担を将来に残すべきではない。
制度を活用し、軽減を計るべき
と考える。町民が「耐えてでも
町を守る」とすれば再考もある。

③趣味：謡曲（観世流）寺社巡り　
家族：父（92歳）妻、娘、孫

の５人
信念：相手を信ずること

児玉克巳さん
井内・農業

①開かれた町政を基本とする姿勢
に変わりはない。議会の役割を
重んじ対話を重ね、住民福祉の
向上を最優先とする町づくりに
努めたい。

②優れた文化や産業を継承する町
づくりが必要。そのため地域の
特色を失わず均衡ある発展を目
指すよう全力を尽くしたい。特
に中山間地の生活基盤の整備を
進言していきたい。

③家族：妻
安心して暮らせるよう地
域の防災・防犯のネット
ワークが必要だ。

齋藤牧雄さん
赤沢・農業

①農業委員３期の経験を生かし、
町農業の一層の振興と、福祉及
び財政の諸問題を取り上げ、活
力ある議会、政策提言のできる
議会を目指します。

②町民にとって不利にならない合
併の実現を目指します。

③身に寸鉄を帯びることなく、清
廉潔癖に徹します。

■新町議会議員

①町議会議員としての抱負
②町村合併への思い
③自己アピール（趣味・家族・信念など）

※記載は立候補届出順

井
川
町
の
こ
れ
か
ら
を
託
す
十
六
人
の
町
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
は
今
、
町
村
合
併
と
い
う
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
町

づ
く
り
を
ど
う
す
る
の
か
、
町
の
将
来
像
の
方
向
付
け
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
は
選
択
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

新
し
く
決
ま
っ
た
町
議
会
議
員
の
方
々
の
抱
負
や
横
顔
を
紹
介
し
ま
す
。
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伊藤八十治さん
今戸・農業

①若者が定職に就き安心して働け
る施策と教育環境の整備充実を
図り、みんなとの対話の中から
夢と希望を見いだして地域の活
性化を目指し、町政に反映させ
たい。

②互いの長短を充分に知り、町づ
くり構想に生かして環境を構築
していくことが大事だと思う。

③趣味：木工・金工・作物などな
んでも作ること。

齋藤紀男さん
赤沢・農業

①私情にとらわれない公正な判断
と透明な心を持って、移りゆく
時代の先見性をとらえ、満身の
力を持って問題の対処に献身し
たい。

②正念場を迎えた。相手町の中身
や財政の行方を見据え、将来に
禍根を残さない健全な方向性を
作り上げたい。

③趣味：釣り、スポーツ観戦
家族：妻、二女夫婦、孫２人、母
信条：誠心誠意

伊藤　譲さん
海老沢・会社役員

①町民一人一人の意見を充分吸い
上げ、井川町発展のため、精一
杯努力し、みんなが笑顔で暮ら
せる町づくりに邁進したい。

②地域住民にとって大変な問題で
ある。町民の意見を充分に聞き、
早急に結論を出さず、充分な話
し合いを持ち、よりよい合併の
条件を導き出すことがベストだ
と思う。

③趣味：スキー　読書
信条：人の縁にて川渡る。

白川雅孝さん
街道・農業

①将来を担う青少年の健全育成、
町の基幹産業である農業問題、
高齢化対策に努力したい。

②町民の考えを分析、尊重しなけ
ればならない。難問題へ直面し
た場合は住民の意向を再度ただ
す意味から住民投票をも考える
べきだ。

③趣味：花卉・観葉植物の栽培
信念：町民が何を求めているか

を念頭に、町民と町との
パイプ役に徹したい。困
惑している町民へは、積
極的に解決策を図る。

半田　鋭さん
街道・農業

①町民の声を行政に反映させるこ
とが政治信条。町民の心を財産
として、ボランティアが息づく
社会の構築、ふるさとの特色を
生かした環境・福祉・産業の先
進地づくりにがんばりたい。

②町民が合併に迷っているのは、
合併後のシミュレーションや自
立の場合の行政運営に不明・不
安があるからで、そのことを共
に考えていきたい。

③家族：妻　
趣味：カラオケ、こけしの収集

詩吟（七段）

石井　茂さん
綱木沢・政党役員

①町民の声・要求を議会に届け実
現に尽くす。

②合併ありきが先行している。メ
リット、デメリットを総合的に
判断できる情報が必要で、そこ
ではじめてスタートラインに立
つことになる。子や孫達のため
にも長期的見地で考えることが
大事。

③一人はみんなのために、みんな
は一人のために。
コカリナ練習中

伊藤勝義さん
小泉・農業

①21世紀は心の時代。安定した
町づくりは人と人との信頼関係
にあり、強い意志と豊かな心を
養うことで不安定な社会に対応
できる。豊かな人づくりを目指
して議会の場で努力していきた
い。

②町民一人一人が議論を重ね、町
づくりの展望を描き、議会と共
に合併の本質を探っていきたい。

③趣味：登山
健康のバロメーター、精
神力の鍛錬、自然と一体
の陶酔感などが魅力で
45年間継続。

森田　潔さん
小今戸・自営業

①地域の発展と豊かで住みよい町
づくりのため町当局、町民との
議論を深め「情熱と意欲」を持
って努力したい。

②地域間での損得や感情を抜きに
して論ずるべきだ。合併した時、
しない時を長期的にシミュレー
ションして　議論を深め、広域
連合も視野に入れて進めていく
べきだと思う。

③趣味：ペットと戯れる。
家族：妻、娘３人、母
現状に甘んじることなく、前向
きの発想と行動で頑張りたい。

■新町議会議員

藤
田
　
俊
悦

伊
藤
　
　
譲

【
監
査
委
員
】

児
玉
　
克
巳

ま
た
、
一
月
末
日
で
任
期
満
了
の

選
挙
管
理
委
員
、
同
補
充
員
に
は
次

の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

渡
部
　
　
聡
（
小
　
泉
・
再
）

中
山
金
四
郎
（
小
今
戸
・
再
）

二
田
　
一
朗
（
大
　
台
・
新
）

遠
藤
清
太
郎
（
今
　
戸
・
新
）

【
同
補
充
員
】

藤
田
　
　
勇
（
新
屋
敷
・
再
）

伊
藤
喜
巳
男
（
大
　
倉
・
新
）

森
田
　
鉄
夫
（
小
今
戸
・
新
）

伊
藤
　
忠
雄
（
横
　
岡
・
新
）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

委
員
長
　
工
藤
久
兵
衛

副
委
員
長
　
藤
田
　
俊
悦

委
　
　
員
　
伊
藤
八
十
治

〃
　

鈴
木
　
　
孝

〃
　

藤
田
　
英
次

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長
　
山
崎
　
養
悦

副
委
員
長
　
齋
藤
　
牧
雄

委
　
　
員
　
伊
藤
　
　
譲

〃
　

伊
藤
　
勝
義

〃
　

藤
田
　
俊
悦

〃
　

齋
藤
　
紀
男

【
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
議
会

議
員
】

藤
田
　
英
次

鈴
木
　
　
孝

工
藤
久
兵
衛

【
八
郎
潟
町
・
井
川
町
衛
生
処
理
施
設

組
合
議
会
議
員
】伊

藤
　
勝
義

【
議
　
長
】

齋
藤
　
紀
男

【
副
議
長
】

伊
藤
八
十
治

【
総
務
常
任
委
員
会
】

委
員
長
　
森
田
　
　
潔

副
委
員
長
　
山
崎
　
養
悦

委
　
　
員
　
伊
藤
　
　
譲

〃
　

半
田
　
　
鋭

〃
　

鈴
木
　
　
孝

〃
　

齋
藤
　
紀
男

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
】

委
員
長
　
白
川
　
雅
孝

副
委
員
長
　
石
井
　
　
茂

委
　
　
員
　
伊
藤
　
勝
義

〃
　

藤
田
　
英
次

〃
　

伊
藤
八
十
治

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

委
員
長
　
草
階
　
広
治

副
委
員
長
　
藤
田
　
俊
悦

委
　
　
員
　
工
藤
久
兵
衛

〃
　

齋
藤
　
牧
雄

〃
　

児
玉
　
克
巳

改
選
後
初
の
臨
時
町
議
会
が
二
月

二
日
、
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
ま
し

た
。会

期
の
日
程
は
一
日
間
で
、
こ
の

日
議
席
を
決
定
し
、
正
・
副
議
長
や

各
常
任
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
町

議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
に
齋
藤
紀
男
さ
ん
、
副
議
長

に
伊
藤
八
十
治
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
委
員
、

各
一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
員
や
監

査
委
員
な
ど
次
の
通
り
で
す
。

議長に
齋藤紀男さ

ん

副議長に
伊藤八十治さ

ん



新
し
い
農
業
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
い
、

井
川
町
農
業
委
員
会

委
員
の
一
般
選
挙
の

告
示
が
一
月
二
十
日

行
わ
れ
、
定
員
十
名

に
対
し
十
名
が
立
候

補
を
届
け
出
、
無
投

票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、
公
選
に
よ
る
委
員
が
十
名
、
農

協
と
農
業
共
済
組
合
の
推
薦
に
よ
り
選
任
さ
れ
た

委
員
各
一
名
、
学
識
経
験
者
（
議
会
推
薦
に
よ
る

委
員
）
二
名
の
十
四
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
二
日
の
臨
時
議
会
に
よ
り
、
議
会
推
薦
の

委
員
二
名
が
選
任
さ
れ
、
新
し
い
委
員
十
四
名
が

誕
生
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
初
総
会
は
、
二
月

五
日
に
開
か
れ
、
会
長
、
職
務
代
理
者
が
選
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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任
期
満
了
に
伴
う
井
川
町
議
会
議

員
一
般
選
挙
は
、
一
月
十
三
日
告
示

さ
れ
、
十
八
日
町
内
九
投
票
所
で
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
は
、
午
後
七
時
四
十
分
か
ら

役
場
大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
八
時
五

十
分
、
新
議
員
十
六
名
の
方
が
決
ま

り
ま
し
た
。

投
票
率
は
、
八
六
・
二
六
％
で
、

前
回
よ
り
六
・
四
四
％
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

九
カ
所
の
投
票
所
で
午
前
七
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で
（
第
九
投
票
所
は
午

後
六
時
）
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

有
権
者
の
出
足
は
鈍
く
、
八
六
・
二

六
％
と
、
前
回
を
六
・
四
四
％
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
投
票
所
別

で
は
、
第
一
投
票
所
（
井
内
公
民
館
）

が
ト
ッ
プ
で
九
三
・
八
一
％
、
次
い

で
第
三
投
票
所
（
小
泉
公
民
館
）
の

九
一
・
九
一
％
で
し
た
。

開
票
は
、
午
後
七
時
四
十
分
、
役

場
大
会
議
室
に
集
ま
っ
た
町
民
約
五

十
人
が
見
守
る
中
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
八
時
五
十
分
、
渡
部
聡
選
挙

管
理
委
員
長
が
開
票
結
果
を
発
表
し
、

新
し
く
十
六
名
の
議
会
議
員
が
誕
生

し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
定
数
十
六
人
に

対
し
て
現
職
十
二
人
、
前
職
一
人
、

新
人
四
人
の
十
七
人
が
立
候
補
し
、

少
数
激
戦
の
選
挙
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。暖

冬
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
の
冬
、

選
挙
戦
と
同
時
に
、
寒
波
に
見
舞
わ

れ
、
候
補
者
の
方
々
は
連
日
雪
と
吹

雪
の
中
、
選
挙
カ
ー
を
繰
り
出
し
支

持
を
訴
え
ま
し
た
。
最
終
日
だ
け
は

見
事
に
晴
れ
て
、
連
呼
の
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
行
わ
れ
た
期
日
前
投
票
。

投
票
の
し
か
た
が
簡
素
化
さ
れ
、
身

近
な
選
挙
と
あ
っ
て
出
足
も
好
調
で

し
た
が
、
投
票
日
当
日
は
、
寒
さ
が

厳
し
く
、
道
路
は
ツ
ル
ツ
ル
。
町
内

伊藤保雄さん
（今戸・新）

湊　雄孝さん
（大倉・新）

渡部春雄國さん
（新間・現）

小海武市藏さん
（田中・現）

伊藤勝義さん
（小泉・新）
（議会推）

白川喜久彌さん
（田中・現）

工藤秀行さん
（大麦・新）

遠間文夫さん
（新屋敷・現）

伊藤永悦さん
（中下村・現）

半田　鋭さん
（街道・新）
（議会推）

舘岡幸一さん
（海老沢・新）

澤石紀夫さん
（井内・現）

三浦喜美雄さん
（赤沢・現）
（農協推）

鷲谷宝一さん
（海老沢・現）
（共済推）

農業委員の指導のもと、小学生の稲
刈りが行われています。

農業委員会は

次の世代へのかけ橋となるた
め、かけがえのない農地と担い
手を守り、力強い農業を作るこ
とを新たな理念として活動を展
開しています。

農地を転用したいときは

許可申請書を農業委員会に提
出しなければなりません。締め
切りは毎月15日です。そのあと
書類審査、現地調査、聞き取り
調査を行い、毎月28日前後に行
われる総会で審議します。
ただし、知事許可分について

は、そのあと交付まで40日程度
の日数を要します。

当　470票　齋藤紀男
63歳 無現

当　339票　伊藤八十治
66歳 無現

当　332票　半田　鋭
62歳 無前

当　289票　鈴木　孝
69歳 無現

当　287票　石井　茂
46歳　共新

当　276票　草階広治
49歳 無現

当　261票　森田　潔
50歳 無現

当　258票　白川雅孝
63歳 無現

当　226票　藤田英次
61歳 無現

当　210票　藤田俊悦
56歳 無現

当　210票　児玉克巳
75歳 無現

当　209票　伊藤勝義
60歳 無現

当　208票　工藤久兵衛
67歳 無現

当　197票　齋藤牧雄
55歳 無新

当　196票　山崎養悦
68歳 無現

当　175票　伊藤　譲
48歳 無新

次　107票　鷲谷文蔵
66歳　無新

（小数点以下切り捨て）

当日有権者数

投票総数

有効票数

投票率

4970人

4287票

4251票

86.26％

選挙の
結果
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市
町
村
合
併
時
に
議
員
の
在
任

特
例
（
旧
市
町
村
の
議
員
が
合
併

後
の
新
市
町
村
で
二
年
を
限
度
に

議
員
と
し
て
在
任
す
る
制
度
）
を

適
用
す
る
か
ど
う
か
ホ
ッ
ト
な
議

論
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
町

で
は
新
年
早
々
に
町
議
会
の
改
選

が
行
わ
れ
、
議
会
の
あ
り
方
や
合

併
論
議
も
展
開
さ
れ
た
。
一
方
で
、

投
票
率
が
低
下
す
る
な
ど
気
に
な

る
動
き
も
あ
っ
た
。

ま
ず
、
町
議
選
で
は
勇
退
や
欠

員
で
新
人
が
出
馬
し
や
す
い
環
境

だ
っ
た
が
、
一
時
は
無
競
争
ム
ー

ド
が
支
配
的
だ
っ
た
。
合
併
を
考

慮
す
れ
ば
任
期
は
一
年
余
り
、
加

え
て
新
町
で
も
議
員
を
続
け
ら
れ

る
人
を
と
の
期
待
も
相
当
強
か
っ

た
の
も
影
響
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

合
併
は
住
民
一
人
一
人
の
生
活
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
。
合
併
を
既

定
事
実
と
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、

町
民
間
の
論
議
が
低
調
な
こ
と
を

心
配
し
て
い
た
。
町
議
選
を
契
機

に
ど
う
論
議
が
深
ま
っ
た
の
か
、

議
会
で
住
民
の
意
向
を
反
映
し
た

活
発
な
論
議
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
あ
る
会
合
で
は
平
日
開
催

の
議
会
で
は
年
金
生
活
者
な
ど
高

齢
者
し
か
議
員
に
な
れ
な
い
。
外

国
の
よ
う
に
夜
に
開
催
す
べ
き
だ

と
の
大
胆
な
提
言
や
議
会
は
執
行

部
の
言
い
な
り
で
民
主
的
で
は
な

い
の.

で
は
と
批
判
も
あ
っ
た
。
確

か
に
本
町
も
単
一
の
農
村
社
会
で

は
な
く
な
っ
た
。
報
酬
も
生
活
給

に
は
な
り
得
な
い
。
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
自
治
の
あ
り
方
を
問
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
執
行
部
と
議
会
、

あ
る
い
は
与
野
党
の
対
立
は
い
か

に
も
議
会
活
動
が
活
発
に
見
え
る

か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
不
毛
の

対
立
も
私
た
ち
は
近
辺
に
多
く
を

見
て
き
た
。
議
会
と
執
行
部
が
論

議
を
積
み
重
ね
、
車
の
両
輪
と
し

て
機
能
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
か
？

議
員
の
在
任
特
例
も
い
わ
ば
こ

う
し
た
批
判
の
延
長
線
上
に
あ
る

の
だ
ろ
う
。
住
民
代
表
の
意
向
は

ど
こ
の
協
議
会
で
も
反
対
論
が
優

勢
だ
。
▽
財
政
的
に
窮
し
て
合
併

す
る
の
に
任
期
延
長
は
お
か
し
い

▽
首
長
は
失
職
す
る
の
に
議
員
が

失
職
し
な
い
の
は
お
か
し
い
▽
新

町
に
は
清
新
な
空
気
を
―
―
な
ど
。

国
・
地
方
を
通
じ
た
危
機
的
な
財

政
事
情
は
確
か
だ
し
、
効
率
的
な

行
政
展
開
の
必
要
性
も
事
実
だ
。

し
か
し
、
合
併
は
目
的
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
手
段
。
行
政
の
継
続

性
と
効
率
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
調

整
す
る
か
難
し
い
と
こ
ろ
だ
。
幅

広
い
議
論
を
繰
り
広
げ
、
一
人
一

人
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
て

欲
し
い
。

仕
入
れ
等
の
帳
票
及
び
帳
簿
、
必

要
経
費
等
の
領
収
書

●
農
業
の
方
で
、

★
作
付
面
積
が
二
㌶
以
上
（
大
規

模
農
家
）
の
人
は
必
ず
「
収
支
」

計
算
に
よ
る
申
告
と
な
り
ま
す
の

で
収
入
・
支
出
の
記
帳
簿
及
び
そ

の
根
拠
と
な
っ
た
帳
票
・
領
収
書

等★
作
付
面
積
二
㌶
未
満
の
人
も
原

則
は
収
支
計
算
に
よ
り
ま
す
が
、

記
帳
や
領
収
書
等
の
保
存
が
出
来

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
「
農
業
所
得

標
準
」
に
よ
り
算
出
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
は
「
農
業
所
得

簡
易
計
算
」
方
法
に
改
め
ら
れ
、

修
繕
料
や
光
熱
水
費
、
水
利
費
、

大
農
具
の
償
却
費
な
ど
従
来
の
控

除
は
な
く
、
総
収
入
×
所
得
率
―

専
従
者
控
除
＝
所
得
額
と
簡
易
計

算
さ
れ
必
ず
プ
ラ
ス
所
得
に
な
り

ま
す
。
大
農
具
等
を
多
く
所
有
し

て
い
る
な
ど
で
経
費
が
収
入
を
上

回
る
農
家
は
「
収
支
」
計
算
に
よ

る
申
告
が
よ
い
で
し
ょ
う

＊
　
　
＊
　
　
＊

「
申
告
書
の
書
き
方
」
や
各
種
計

算
書
様
式
等
は
税
務
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
の
で
必
要
な
方
は
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課

電
話
　
　
８
７
４
―
４
４
１
４

有
線
　
４
４
０
０
、
４
５
０
０

◎平成15年分の確定申告書の受付期間は、次のとおりです。
○申告所得税　　　　　　２月16日P～３月15日P

○贈　与　税　　　　　　２月２日P～３月15日P

○消費税（個人事業者） １月５日P～３月31日R

注１）土・日・祝日には、窓口での申告書の受付等は行っておりま

せんが、郵送または税務署の時間外収受箱に投函することに

より申告書を提出できます。

２）申告書の提出や納税が期限を過ぎますと、加算税や延滞税の

かかる場合がありますので、申告と納税は期限内にお願いし

ます。

◇平成16年４月１日以後開始する課税期間（個人課税事業
者は平成17年分）から
☆事業者免税点の上限が、1,000万円（現行3,000万円）
に引き下げられます。

☆簡易課税制度の適用上限が、5,000万円（現行２億円）
に引き下げられます。

◇平成16年４月１日から
☆総額表示が義務付けられます。

【問い合わせ】
秋田北税務署
〒011-8677 秋田市土崎港中央6－9－13

0（845）１７５３

平
成
十
六
年
度
住
民
税
の
申
告
相

談
が
、
二
月
十
三
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
相
談
受
付
対
象
等
は
日
程
表
の

通
り
で
す
。
必
要
な
書
類
を
持
参
し
、

指
定
さ
れ
た
日
時
の
会
場
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。
昨
年
か
ら
相
談
さ
れ
る

方
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
、
よ
り
配

慮
し
て
応
じ
ら
れ
る
よ
う
広
い
会
場

二
カ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

申
告
さ
れ
た
所
得
に
つ
い
て
は
、

町
県
民
税
の
課
税
基
礎
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
額
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

所
得
に
係
る
状
況
を
よ
く
把
握
し
て

い
る
方
が
来
場
し
、
納
得
す
る
課
税

と
な
る
よ
う
申
告
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
た
方
は
住
民
税
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

●
事
前
に
配
布
さ
れ
た
町
県
民
税
申

告
書
と
印
鑑

●
十
五
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保
険

料
、
損
害
保
険
料
、
医
療
費
の
領

収
書
と
電
車
賃
や
バ
ス
賃
な
ど
交

通
費
の
領
収
書
及
び
そ
れ
ら
を
記

録
し
た
も
の

●
給
与
所
得
者
の
場
合
、
勤
務
先
か

ら
の
源
泉
徴
収
票
又
は
事
業
主
の

支
払
証
明
書

●
自
営
業
者
の
場
合
は
、
売
り
上
げ

必
要
な
も
の

留
意
す
る
こ
と

町
長
日
記
抄

齋
　
　

藤
　
　

正
　
　

　�

税務署からのお知らせ

消費税が変わります
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【
感
謝
状
】

▼
退
職
団
員

中
山
金
四
郎
（
元
団
長
）

伊
藤
清
吉
（
元
分
団
長

）

伊
藤
一
男
（
元
部
長
）

齋
藤
冨
美
男
（
元
部
長
）

中
山
冨
治
（
元
班
長
）

伊
藤
重
信
（
元
班
長
）

▼
施
設
協
力
者

伊
藤
　
勝
（
中
下
村

）

菅
生
和
子
（
大
麦
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章

第
七
分
団
　
分
団
長
　
三
浦
勝
美

第
一
分
団
　
分
団
長
　
浅
野
周
一

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
）

第
五
分
団
　
分
団
長
　
伊
藤
勇
一

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
）

第
三
分
団
　
分
団
長
　
湊
　
松
一

第
一
分
団
　
部
　
長
　
遠
藤
新
榮
治

第
五
分
団
　
部
　
長
　
鈴
木
　
稔

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
）

第
三
分
団
　
副
分
団
長

伊
藤
千
歳

第
二
分
団
　
部
　
長
　
伊
藤
正
志

第
六
分
団
　
部
　
長
　
伊
藤
春
雄

第
三
分
団
　
部
　
長
　
猿
田
　
勇

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
）

第
七
分
団
　
班
　
長
　
工
藤
昌
昭

第
二
分
団
　
団
　
員
　
小
林
信
由

【
町
長
表
彰
】

・
十
一
年
間
無
火
災
　
第
六
分
団

・
三
年
間
無
火
災
　
　
第
五
分
団

第
七
分
団

・
二
年
間
無
火
災
　
　
第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
顕
功
章
（
副
分
団
長
以
上
の
退
職

者
で
30
年
以
上
勤
続
し
、
功
績
が

顕
著
で
あ
る
者
）

元
団
長
　
中
山
金
四
郎

元
第
三
分
団

分
団
長
　
伊
藤
甚
一

元
第
一
分
団

分
団
長
　
伊
藤
清
吉

▼
功
労
章
（
25
年
以
上
勤
続
し
、
職
務
に

精
励
し
、
功
績
が
顕
著
で
あ
る
者
）

第
三
分
団
　
分
団
長
　
湊
　
松
一

第
八
分
団
　
分
団
長
　
菅
生
勇
二

▼
勤
続
章
（
15
年
以
上
勤
続
し
、
成
績

優
秀
で
あ
る
者
）

第
八
分
団
　
班
　
長
　
二
田
　
一
　

第
三
分
団
　
班
　
長
　
湊
　
　
一
　

第
八
分
団
　
班
　
長
　
三
浦
　
睦
　

第
六
分
団
　
団
　
員
　
鈴
木
正
彦
　

第
四
分
団
　
団
　
員
　
鷲
谷
　
均
　

▼
精
勤
章
（
10
年
以
上
勤
続
し
、
成
績

優
秀
で
あ
る
者
）

本
　
　
部
　
班
　
長
　
半
田
一
博

本
　
　
部
　
班
　
長
　
森
田
公
靖

第
八
分
団
　
団
　
員
　
松
岡
善
弘

第
六
分
団
　
団
　
員
　
草
階
正
志

第
八
分
団
　
団
　
員
　
武
塙
新
吾

第
二
分
団
　
団
　
員
　
半
田
博
宣

本
　
　
部
　
団
　
員
　
伊
藤
卓
也

【
消
防
協
会
男
鹿
南
秋
支
部
表
彰
】

▼
７
年
勤
続
団
員

第
四
分
団
　
団
　
員
　
鷲
谷
　
保

第
五
分
団
　
団
　
員
　
伊
藤
　
大

▼
優
良
消
防
団
員

第
三
分
団
　
団
　
員
　
伊
藤
敏
博

第
五
分
団
　
団
　
員
　
渡
邊
正
美

第
一
分
団
　
団
　
員
　
森
田
昌
宏

第
六
分
団
　
団
　
員
　
石
井
　
智

第
一
分
団
　
団
　
員
　
中
道
喜
仁

第
四
分
団
　
団
　
員
　
鷲
谷
正
一

表
彰
さ
れ
た
方
た
ち
で
す
（
敬
称
略
）

一
月
四
日
、
井
川
町
消
防
団
出
初

め
式
が
井
川
町
公
民
館
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雪
も
な
く
、

穏
や
か
に
晴
れ
渡
り
、
午
前
十
時
青

空
の
下
制
服
姿
の
分
団
員
と
各
分
団

の
ポ
ン
プ
積
載
車
が
堂
々
と
分
列
行

進
し
、
町
長
の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
長

期
勤
続
の
分
団
員
や
消
防
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
方
に
感
謝
状
や
表
彰
状
が

贈
ら
れ
、
三
浦
喜
美
雄
消
防
団
長
は

「
一
昨
年
に
引
き
続
き
連
続
無
火
災
を

目
指
し
た
が
、
昨
年
は
住
宅
火
災
一

件
、
山
林
火
災
一
件
が
発
生
し
、
無

火
災
達
成
の
難
し
さ
を
知
っ
た
。
住

民
の
平
穏
と
安
全
を
守
る
た
め
、
英

知
を
結
集
し
、
団
結
力
を
生
か
し
て

い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
受
賞
者

を
代
表
し
て
三
浦
勝
美
さ
ん
（
寺
沢
）

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
井
川
町
消

防
団
は
、
百
五
十
三
名
で
結
成
さ
れ

て
い
て
、
小
武
海
清
熙
副
団
長
の
高

ら
か
な
号
令
が
、
一
層
団
員
の
気
持

ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
団
員
全
員
で
決
意
表
明

文
を
読
み
上
げ
、
無
火
災
達
成
に
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

のいい顔 み～つけた！街

と　き：２月８日(日) AM９:１５
会　場：赤沢山スキー場
参加はすべて無料です。家族で、友だちと誘い
合って、赤沢山スキー場で楽しく過ごそう！

主な内容
9：15～　桜爛子ども太鼓演奏・開会式
9：30～　スキー・ボート教室
9：30～　馬そりでGO！
9：45～　雪に絵を描こう！
10：40～　雪合戦大会
10：40～　ねらえ！お宝ボール（先着40名）
11：30～　もちつき大会

◎子どもは、午後３時までリフト無料
◎豚汁、甘酒、おもち、チョコバナナなどの無
料サービス（なくなり次第打ち切り）有り。

※当日、雪不足の場合は、町民体育館で内容を
変更して行います。

第18回 わんぱく雪まつり
～ おもいっきり雪遊び！ ～

①コース　２月18、25日（水）
午前10時～午後4時

②コース　２月15、22日（日）
午前10時～午後4時

各コース　定員15名
参加申込みは、井川町公民館へ
（℡ 874-4422、有線4443）

パソコンの基本操作は覚えたけれども、一カ所でつまず

いてなかなか前へ進めない。

ちょっと便利な他の機能もマスターしたい。

デジタルカメラを使った操作の仕方は……。

離れて暮らしている子どもや孫とメール交換をしたい。

等々、あなたのパソコン力をステップアップしませんか。

ステップアップ
パソコン教室

子ども向けの本

大人向けの本

新春の陽を浴びて観閲を受けます

厳しいまなざしが決意の程を表しています。

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

ちいさなヒッポ　　　　　　　　　　マーシャンブラウン作／偕成社
小さなカバの子ヒッポ。温かく頼もしいお母さんに見守られながら、

美しく厳しい自然の中で生きていく方法を学んでいきます。

ずら～りカエル　ならべてみると…
松橋利光写真／高岡昌江文／アリス館

オタマジャクシからカエルまで、日本に住んでいる43種類が大集合。

おしいれのぼうけん　　 古田足日・田畑精一作／福音館書店
保育園のお昼寝の時間に、ケンカをしてしまったさとしとあきら。

先生に怒られて、押入に入れられてしまいました。押入は保育所の中
で一番こわい場所なのです。

源氏物語　巻１～10 瀬戸内寂聴訳／講談社
日本が世界に誇る文化遺産として、筆頭に挙げてもいい傑作長編。

原作の魅力をそのままに、誰もが読みやすい瀬戸内寂聴さんの訳です。

ビジュアル源氏物語№１～96 デアゴスティーニ・ジャパン発行
マンガ「源氏物語」で楽しむ源氏ストーリー、写真や図版解説で知

る平安王朝の時代背景や生活、登場人物や物語の舞台などもクローズ
アップして特集！多彩な内容で楽しめます。

がんばれ！「ガクちゃん」先生　　　　　　 関原美和子著／小学館
脳性まひという重度障害をもちながら、障害を逆手に「生徒ととも

に創る」授業を展開する三戸学先生（土崎中学校教諭）の挑戦。
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輝いて美しく
～きらめき女性のつどい～

１/25

井川町婦人会では、恒例の「きらめき女性の

つどい」を定住促進センター「国花苑」で開催

しました。はじめに各大会や研修会の報告が行

われ、英語指導助手シュリーン先生の「私のカ

ナダと日本」と題した講話に、参加した５０名

の方が耳を傾け、カナダの伝統や文化に聞き入

っていました。その後、井川町出身でエアロビ

クスインストラクターの沢石まり子さんの指導

で「リラックス体操」を行いました。沢石さん

の「ハイッ。曲げて曲げて」というかけ声に励

まされて、姿勢を保とうとしますが、３分と保

てず、笑いの渦に。皆さん、体の歪み、やわら

いだでしょうか。

これからも健やかで
～合同厄払い・還暦祭～

２/１�

恒例の合同厄払い・還暦祭が２月１日公民館で行われま

した。数え年で、女性３３歳、男性４２歳、また６１歳の

還暦を迎えた方々８７名が参加しました。今まで大過もな

く過ごせたことに感謝し、これからもみんなが無事に健や

かに過ごせますように、厳粛な面もちでお払いを受けまし

た。実行委員を代表して児玉民雄さんがあいさつを述べ、

それぞれ人生の節目に気持も新たにしておりました。

新春囲碁将棋大会
～井川町公民館～

１/24

【囲碁】
１位　遠藤政勝（今戸）

２位　渡部昇悦（新間）

３位　伊藤嘉道（羽立）

【将棋】
１位　森　清明（羽立）

２位　小林志郎（スズキ部品秋田）

３位　佐藤光保（ 〃　　　）

寒さなんか平気！

１/29

こどもセンター５歳児が赤沢山で元気に雪と

遊びました。いつも雪が少なかったりして、そ

り遊びが出来ないことが多く、子どもたちをが

っかりさせていましたが、今年は雪も多く「転

んでも痛くなーい」と、うれしそう。インフル

エンザが流行の兆しを見せていますが、子ども

は風の子、元気な子。外で元気に遊んだら、う

がい手洗いをしてインフルエンザなんか寄せ付

けないようにしましょうね。

◆　井川中学校は、全国中学校バスケットボール大会にお

いて第３位の成績を収め、秋田県スポーツ賞奨励賞を受

賞しました。

◆　井川小学校は、7日本学校体育連合会から全国学校体育

研究優良校として表彰されました。

◆　井川小学校の佐藤トモ子主任栄養士が文部科学大臣から表彰されました。

これは佐藤栄養士が長い間、学校給食の実施に尽力され、その功績が顕著と認められたもので、全

国学校給食研究協議大会の席上授与されました。

佐藤さんは、井川町給食センターにおいても、肥満児予防や地産地消、郷土の味を伝える献立など

で子どもたちの食を支えています。

表彰おめでとう､がんばりました 第３位　伊藤　輝

５年　優　勝　高橋孝輔

６年　準優勝　勝田祥平

第３位　伊藤優佑

団体の部
優勝　井川Ａチーム

個人の部
２年　準優勝　工藤　綾

第３位　菅生和磨

第17回柔道スポーツ少年団
交流鏡開き大会
～井川町武道館～

スポーツ
の

結果です

１/４�

第40回全町バスケットボール
スリーポイント・フリースロー大会

～町民体育館～

１/25

〈バスケットボール大会〉
男子【町内の部】
第１位　八田大倉保野子チーム

第２位　小泉チーム

男子【有志の部】
第１位　井川中Ａチーム

第２位　田舎チーム

女子【有志の部】
第１位　井川中バスケットボール部

〈スリーポイント大会〉
男子　優勝　畠山裕輝（中１）

女子　優勝　遠藤　梓（中２）

〈フリースロー大会〉
男子

・中学生～29歳以下

優勝　工藤友和（羽立）

・30～39歳まで

優勝　白川雅之（街道）

・40～49歳まで

優勝　伊藤秀人（小泉）

・50歳以上

優勝　半田俊毅（田中）

表彰された佐藤トモ子主任栄養士

〝ウーンッ、どうしようかな〟

33歳を代表して玉串奉奠

一緒に拝礼します 実行委員長のあいさつも感慨ひとしおです

１時間の体操でみなさん汗だく
美しさを保つってつらい（？）

〝高い、高い日本一！〟

雪が降っていますが、平気です



満
の
方
を
除
く
）

②
届
出
事
業
者
は
、
届
出
事
項
の
変

更
又
は
廃
止
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
農
林
水
産
大
臣
に
変
更

届
・
廃
止
届
を
提
出
。

③
届
出
業
者
は
、
帳
簿
を
整
え
、
必

要
事
項
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、

３
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

※
現
行
食
糧
法
に
基
づ
く
登
録
卸
売

業
者
、
登
録
小
売
業
者
、
登
録
出
荷

取
扱
業
者
及
び
自
主
流
通
法
人
は
、

平
成
16
年
４
月
１
日
で
届
出
業
者
と

見
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
届
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
現
行
食
糧
法
に
基
づ
く
計
画
外
流

通
米
の
み
を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業

者
で
、
年
間
事
業
規
模
20
精
米
ト
ン

以
上
の
方
は
、
平
成
16
年
１
月
中
に

事
業
開
始
の
届
出
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は

農
林
水
産
省
　
東
北
農
政
局

秋
田
農
政
事
務
所
　
第
一
課

昭
和
庁
舎
（
昭
和
町
大
久
保
字
元

木
田
二
〇
四
―
一
）

平
成
15
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放

等
競
争
で
井
川
町
は
第
20
位
で
し
た
。

平
成
14
年
は
飲
酒
運
転
等
13
件
発
生

し
、
第
55
位
で
し
た
の
で
、
順
位
を

大
き
く
伸
ば
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
54
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
の
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
は
、
飲

酒
運
転
違
反
や
交
通
死
亡
事
故
な
ど

の
抑
制
を
図
ろ
う
と
県
が
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
全
県
69
市
町
村
が
対

象
で
す
。
飲
酒
運
転
違
反
１
件
１
点
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
８
点
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
負
傷
事
故
３
点
、

飲
酒
運
転
以
外
の
死
亡
事
故
３
点
な

ど
と
点
数
化
し
、
１
年
間
の
合
計
点

数
と
運
転
免
許
所
有
者
数
の
比
率
で

順
位
を
競
う
も
の
で
す
。

一
昨
年
よ
り
大
き
く
順
位
を
上
げ

た
も
の
の
、
違
反
は
８
件
発
生
し
ま

し
た
。

関
係
各
位
の
活
動
が
功
を
奏
し
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
民
一
人
一
人
が
安
全
意
識
を
持
ち
、

地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
追
放
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

老齢基礎年金は、本人の希望によって繰り上げて支給を受けることができ
ます。
①昭和16年４月１日以前生まれの人の場合
支給の繰上げを請求したときの年齢に応じて次の割合で計算した額が減額されます。

60歳以上61歳未満の間に請求する場合…0.42 63歳以上64歳未満の間に請求する場合…0.20
61 〃　62 〃　　　　　　…0.35 64 〃　65 〃　　　　　　…0.11
62 〃　63 〃　　　　　　…0.28

②昭和16年４月２日以後生まれの人の場合
支給の繰上げを請求した日の属する月から65歳に到達する日の属する月の前月までの月数に応

じて、0.5％きざみで減額率が決まります。
減額率＝（繰り上げ請求から65歳到達の前月までの月数）×0.005
《支給繰上げの請求をするときの注意点》
老齢基礎年金の繰り上げ支給の請求は本人が希望して行うものですが、次の点を十分に承知し

ておかなければなりません。
・年金額は、本来の老齢基礎年金の額（65歳から受けるべき額）から、請求したときの年齢に応
じて前記のように一定の額が減額され、減額率は一生変わりません。

・受給権が発生したあとは、原則として障害基礎年金を受けられません。
・受給権が発生したあとは、裁定の取消はできません。
・国民年金に任意加入することはできません。

「
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の

安
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
食
糧
法
）」
の
公
布
に

よ
り
、
現
行
の
計
画
流
通
制
度
（
業

者
登
録
制
度
）
が
廃
止
さ
れ
、
通
常
、

米
の
流
通
関
係
者
の
主
体
性
を
重
視

す
る
観
点
か
ら
流
通
の
統
制
を
行
わ

な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
緊
急
時
に
適
正
な
発
動
が

で
き
る
よ
う
、
米
穀
の
出
荷
・
販
売

を
す
る
方
は
届
け
出
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

業
者
届
出
制
度
の
概
要

①
米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
事
業
を
行

う
方
は
、
事
業
開
始
前
に
農
林
水

産
大
臣
（
農
政
局
又
は
農
政
事
務

所
）
に
開
始
届
け
を
提
出
。

（
年
間
事
業
規
模
20
精
米
ト
ン
未

15 14

秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争

井
川
町
第
20
位

米
穀
取
扱
業
者
は

「
登
録
制
」
か
ら
「
届
出
制
」
へ

医療費が増えるのは、医療技術の進歩や高齢社会のためといった理由もありますが、わたしたちのちょっとした工夫で効率
よく医療を受けることができ、医療費を節約することができます。

1 「かかりつけ医」を持ちましょう。
「かかりつけ医」をお持ちですか？　体調が悪いな、と思

ったとき相談できるかかるつけ医を決めておくと安心です。
家族全員の総合的な健康管理のアドバイスもしてもらえま
す。必要であれば、専門病院や大学病院などを紹介してもら
うこともできます。また、介護保険の要介護認定を受けると
きには「かかりつけ医（主治医）の意見書」が大変重要になり
ます。信頼できるかかりつけ医を持つことはとても大切です。

2 「かかりつけ薬局」を持ちましょう。
最近では「医薬分業」が進み、お医者さんでは薬の処方せ

んだけをもらい、薬は病院外の薬局で受け取る場合が増えて
きています。薬を処方してもらう薬局をひとつ決め、必ずそ
こで処方してもらう「かかりつけ薬局」を持ちましょう。

3 マナーを守って正しい受診をしましょう。
お医者さんは病気を治してくれますが、治療を受ける患者

側もお医者さんに協力をしなければ効果的な治療は受けられ
ません。スムーズな診察とお医者さんとの信頼関係を築いて
いくためにも受診ときには受診のマナーを守りましょう。

4 なるべくひとつの医療機関で受診しましょう
ひとつの病気で何度もお医者さんを変えることは、再診料

よりも高額な初診料を何度も支払うことになり、医療費の増
加を招きます。お医者さんを信頼してなるべくひとつの医療
機関で受診しましょう。

5 時間外や休日の診療は避けましょう
時間外や休日の診療は別料金が加算されます。自己負担の

額もあがりますが、国保が負担する医療費も増えてしまいま
す。急病などやむをえない場合を除いて診療時間内に受診す
るようにしましょう。

● かかりつけ医の選び方・つきあい方 ●
①　近所の開業医などを選びましょう。
②　内科か小児科のお医者さんが適任です。
③　相性が合うお医者さんを選びましょう。
④　一度決めたら全幅の信頼を寄せましょう。
⑤　健康診断などの結果は報告しておきましょう。

● かかりつけ薬局のメリット ●
①　あなたの「薬歴」（処方された薬の記録）ができます。
②　お医者さんと薬剤師が二重のチェックをすることになる
ので、たとえば二つ以上の病院から出た薬でも、飲み合
わせや重複処方などを防ぐことができます。

③　お医者さんが処方した薬の内容を知ることができます。
④　服薬の指導や相談を受けることができます。市販の薬の
飲み合わせの相談もできます。

⑤　必要以上の薬の処方を防ぐことができるので、医療費の
節約にもなります。

診察前
①　保険証を忘れずに
②　受診時間を守りましょう。
③　素顔で受診しましょう。
④　迷ったときは内科で受診
診察中
①　病状は隠さず正確に
②　病歴、体質も伝えましょう。
③　お医者さんの指示は必ず守りましょう。

路上駐車は
やめましょう

路上への駐車は除雪の妨げ
となります。決められた場
所に駐車しましょう。

毎
日
の
生
活
を
見
直
し
、
地
球
に
も

人
に
も
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
こ
つ
こ

つ
が
ん
ば
る
と
一
年
間
で
こ
ん
な
に

節
約
で
き
ま
す
よ
。

●
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
も
使
う

洗
濯
や
庭
の
水
や
り
の
ほ
か
、
ト

イ
レ
の
水
に
使
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
残
り
湯
利
用
の
た
め
に
市
販
さ

れ
て
い
る
ポ
ン
プ
を
使
う
と
便
利
で

す
。年

間
約
17
㎏
の
CO2
の
削
減

年
間
で
約
五
千
円
の
節
約

●
ジ
ャ
ー
の
保
温
を
止
め
る

ポ
ッ
ト
や
ジ
ャ
ー
の
保
温
は
利
用

時
間
が
長
い
た
め
、
多
く
の
電
気
を

消
費
し
ま
す
。
御
飯
は
電
子
レ
ン
ジ

で
温
め
な
お
す
方
が
電
力
の
削
減
に

な
り
ま
す
。

年
間
約
31
㎏
の
CO2
の
削
減

年
間
で
約
二
千
円
の
節
約

●
家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら
ん
し
、

暖
房
と
照
明
の
利
用
を
二
割
減
ら

す
家
族
が
別
々
の
部
屋
で
過
ご
す
と
、

暖
房
も
照
明
も
余
計
に
必
要
に
な
り

ま
す
。

年
間
約
240
㎏
の
CO2
の
削
減

年
間
で
約
一
万
一
千
円
の
節
約

●
待
機
電
力
を
90
％
削
減
す
る

主
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
長
時
間

使
わ
な
い
と
き
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
電
製
品
の
買

い
換
え
の
際
に
は
待
機
電
力
の
少
な

い
物
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
間
で
約
87
㎏
の
CO2
の
削
減

年
間
で
約
六
千
円
の
節
約

●
シ
ャ
ワ
ー
を
一
日
一
分
家
族
全
員

が
減
ら
す

身
体
を
洗
っ
て
い
る
間
、
お
湯
を
流

し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

年
間
約
65
㎏
の
CO2
の
削
減

年
間
で
約
四
千
円
の
節
約

●
テ
レ
ビ
番
組
を
選
び
、
一
日
一
時

間
テ
レ
ビ
利
用
を
減
ら
す

見
た
い
番
組
だ
け
選
ん
で
見
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

年
間
約
13
㎏
の
CO2
の
削
減

年
間
で
約
千
円
の
節
約

●●●　医療費をもっと有効に使いましょう ●●●●●●　医療費をもっと有効に使いましょう ●●●

老齢基礎年金受給の繰上げ 国民
年金
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１日(日)

２日(月)

５日(木)

８日(日)

12日(木)

13日(金)

18日(水)

19日(木)

27日(金)

合同厄払い・還暦祭
（13：30～、公民館）

臨時議会（10：00～）

・農業委員会初総会

・中学校入学説明会・体験入学

わんぱく雪祭り
（9：15～　赤沢山スキー場）

・子どもセンター新入園児説明会

・第５回合併協議会
（14：00～　井川町農村環境改善センター）

・住民税申告相談始まる（～3月15日）

・小学６年生議場見学

中学校PTA授業参観

子どもセンター保育参観日

小学校６年PTA

テレフォンカードが当たる

広報クイズ №152

◆今月の問題
(1)新しく決まった町議会議長はどなたで
すか。

(2)議会議員選挙の投票率は何％でしたか。
(3)今年の住民税申告相談はいつから始ま
りますか。

◆応募の方法
ハガキに答､住所､氏名､年齢､世帯主名を記
入してください。
◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1
井川町役場　情報課　広報係
◆しめきり
２月20日（当日消印有効）
正解者の中から抽選で５人の方にテレフ

ォンカードをプレゼントします。
前回の答えは、�31人　�公募　�470

人　当選者は次の通りです。
伊藤恵美（今戸）、佐藤誠也（横岡）、鈴

木康一（千葉県）、石井和也 （宇治木）、
伊藤サツ（大倉）さんにテレフォンカード
をお送りします。
たくさんの応募をお待ちしています。

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

健　診　名�月　　日� 内　　　　　　　　容� 時間・会場�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

健　康　相　談�骨密度測定、健康、栄養に関する相談等�

乳幼児と親等が対象。みんなで遊び、情報�
交換。相談（栄養、歯科）もできます。�

月　　日�

すくすく学級・乳児健診�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付・会場�

す　く　す　く�
学　　　級�

乳　児　健　診�

平成15年11月生まれ�

平成15年10月・7月・4月�
2月生まれ�

離乳食について（試食）�
神経芽細胞種の説明�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

９：30～９：45�
健康センター�

３　歳　児�
健　　　診�

平成12年6月・7月・8月�
9月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

13：00～13：30�
健康センター�

２月10日�
(火)

２月17日�
(火)

２月２日�
16日�
(月)

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�
�
�
９：00～�
　17：00

平成13年2月1日～15年1月31日生まれ�
及び7歳6ヶ月未満で未実施の子�

２月５日�
(木)

診　療　所�
13：30～�
　14：00

風しん予防接種�
会　　場�受付時間�対　　　象　　　者�月　　日�

1期初回・12年2月1日～13年1月31日生�
　　　　及び7歳6ヶ月未満で未実施の子�
1期追加・1期初回（2回）終了後1年経た子�
　　　　及び7歳6ヶ月未満で未実施の子�

２月９日�
(月)�

２月19日�
(木)

診　療　所�
13：30～�
　14：00

日本脳炎予防接種�
会　　場�受付時間�対　　　象　　　者�月　　日�

月　　日�

食生活改善学級�
内　　　　容�対　象　者�

受講生�

受付・会場�受　付　時　間�

・レクダンス�
・暮らしに保健、環境衛生（講話）�
・栄養、運動、休養のバランス（講話）�

９：00～�
　12：00

２月24日�
(火)�
�

健康センター�

保健だより●２月分

――――――――――――――――――――
井川町役場　�018-874-4411
――――――――――――――――――――
ＵＲＬ　http://www.town.ikawa.akita.jp/
――――――――――――――――――――
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp
――――――――――――――――――――

与良大志
たいし

ちゃん

（小今戸）

森田美優
み ゆ

ちゃん

（街　道）

伊藤杏菜
あんな

ちゃん

（街　道）

島井寛弥
ひろや

ちゃん

（さくら）

伊藤美羽
み う

ちゃん

（小今戸）

三浦大佑
だいすけ

ちゃん

（寺　沢）

伊藤咲絵
さきえ

ちゃん

（上　村）

伊藤凌雅
りょうが

ちゃん

（田　中）

ぼくたちむしばなかったよ
１歳６ヶ月児健診でむし歯のなかった子どもたちです。

あなたのご意見を聞かせて下さい。

応募資格 総務省に勤務経験のない

20歳以上の方

活動内容

・アンケートへの回答

・モニター会議への出席

委嘱期間 平成16年度１年間

募集期間 ～２月20日まで

応募方法 ハガキにて

裏面　①郵便番号住所　②氏名

③電話番号　④年齢　⑤性別

⑥職業　⑦応募の動機

⑧モニター会議参加希望の有無

⑨募集を何で知ったか

表面

〒980-8795 仙台市青葉区本町3-2-23

東北総合通信局電気通信事業課

「モニター希望」行

問い合わせ先

東北総合通信局電気通信事業課

TEL 022－221－0628

FAX 022－221－0613

県では、住宅を新築される方に「乾

燥秋田スギ柱材」をプレゼントしてい

ます。提供材は、含水率20％以下の

乾燥秋田スギ柱材で、12㎝角、長さ

3m、を標準とし、１戸当たり90本を

上限とします。

■募集期間

３月１日～19日　100戸

■申込先

あきた県産材利用センター

http://www.kensanzai.com

■申請書

町役場、地域振興局森づくり推進課、

建築課に備えてあります。

日時 ３月11日�

AM10：00～PM3：00

場所 秋田簡易裁判所

（秋田市山王七丁目1-1）

内容 家庭内の問題（夫婦〈離婚〉・

親子関係、扶養、相続、遺言）

土地・建物・金銭のもめ事・

消費者金融問題・交通事故補

償等々

問い合わせ先

秋田簡易裁判所内　秋田調停協会

TEL８２４－３１２１

日時 ２月16日P

13：30～15：30

場所 秋田ビューホテル４階

（秋田駅前）

参加対象 仕事を探している方

（在学中の学生を除く）

参加方法 当日会場へ履歴書

（写真付き）を持参

問い合わせ先

ハローワーク秋田　紹介部門

TEL８６４－４１１１

毎年運輸支局の自動車検査・登録窓

口は、年度末大変混み合います。特に

３月中旬以降は、自動車税課税替え

（４月１日）前の駆け込み申請や車検

車両の増加で大変混雑し、長時間お待

ちいただくことになります。

自動車の名義替えや抹消などの登録

手続きは、比較的混雑の少ない３月上

旬までに行うようお願いいたします。

また、手続きを自動車会社等に依頼

する場合でも、年度末近くになります

と、年度内に完了できない事態も考え

られますので、ご注意下さい。

お問い合せ

東北運輸局秋田運輸支局

TEL８６３－５８１１

電気コタツは安全ですが…
�東北電気保安協会

電気通信サービス
◆モニター募集

◆無料調停相談会

◆就職面談会

自動車の登録手続き
年度末を待たずにお早めに!!

◆秋田スギプレゼント

ワーッ！
大きなぬいぐるみ

～こどもセンターへ玩具贈られる～

井川こどもセンターに、横岡町内

の伊藤忠雄さんから、ブランコやぬ

いぐるみ、着せ替え人形などのおも

ちゃ９点がプレゼントされました。

これは、伊藤さんのお孫さんが幼

いときに贈られたものですが、子ど

もたちは大きな犬のぬいぐるみに大

喜び。ブランコで遊ぶときは順番に

ね。又新品同様の着せ替え人形は女

の子達に好評で、夢を膨らませてい

ました。



二田　洋志君（２年）左上
畑澤　幸太君（２年）右上
伊藤　　曜君（２年）左下
鈴木　　健君（１年）右下

能代工業高校
バスケットボール部

19 18

みんなのひろば

このコーナーは、毎週水
曜日、有線放送の夜の定時
放送で放送されます。ひと
くち英会話のテキストとし
てご利用ください。
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Talking  about  Work�
仕事についての会話�

�

Lisa : Where do you work?�

どこで働いているの。�

Tom : I work at the Woodward Department Store.�

ウッドワードデパートです。�

Lisa : Oh, really. What do you do there?�

そう。どんな仕事をしているの。�

Tom : I do customer service in the sports section.�

スポーツ用品部門で販売員をしています。�

Lisa : How long have you been working there?�

どのくらいそこに勤めているの。�

Tom : About 6 years. I really like the job; I get to 
meet many people. �
Where do you work, Lisa.�

6年くらい。私はこの仕事がとても気に入っています。

理由は沢山の人に会えるから。リサ、君はどこで働

いているの。�

Lisa : I am a nurse at the Red Cross Hospital.�

私は赤十字病院の看護師です。�

Tom : That must be a very busy job.�

それはとても忙しい仕事だろうね。�

Lisa : Yes, it is.�

そうです。�

新
春
の
朝
の
太
陽
眩
し
く
て
寒
椿
や
や
に
膨
ら
み
来
た
り

赤
い
実
の
南
天
吹
雪
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
支
え
を
息
子
に
託
し
て
さ
せ
ぬ

小
さ
き
望
み
胸
に
抱
き
て
ゆ
っ
た
り
と
笑
顔
で
六
十
の
坂
登
る
べ
し

年
明
け
の
光
差
し
く
る
玄
関
に
万
年
青
ひ
そ
か
に
春
を
待
つ
ら
む

元
日
は
青
空
広
が
り
静
か
に
て
新
春
の
慶
び
を
か
み
し
め
て
お
り

内
外

う
ち
そ
と

に
希
み
を
抱
く
孫
あ
り
て
初
詣
で
の
鈴
力
み
つ
つ
振
る

圃
場
整
備
の
重
機
は
と
き
ど
き
陽
を
弾
く
地
吹
雪
去
れ
る
野
良
の
彼
方
に

日
の
当
た
る
窓
辺
に
育
つ
ア
マ
リ
リ
ス
緑
鮮
や
か
蕾
ふ
く
ら
む

干
柿
が
暖
簾
の
如
く
軒
下
に
秋
日
を
浴
び
て
色
付
き
始
め
ぬ

亡
母
の
歌
集
よ
み
て
と
久
に
訪
う
旧
友

と

も

は
吾
が
歌
詠
む
を
広
報
で
知
る
と

雪
積
も
る
原
野
に
牛
を
産
み
お
と
す
映
像
は
生せ

い

の
厳
し
さ
を
見
す

工
藤
　
美
穂

小
林
　
タ
ミ

遠
藤
恵
美
子

児
玉
千
代
子

鈴
木
　
鉱
造

伊
藤
ミ
ヤ
子

小
林
　
喜
作

伊
藤
　
陽
子

渡
部
　
光
造

伊
藤
千
代
美

す
ず
き
い
さ
む

井川短歌会詠草

私
た
ち
は
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

業
績
な
ど
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

さ
ぞ
や
ハ
ー
ド
な
練
習
な
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
４
人
か
ら
練
習
が
つ

ら
い
と
は
つ
い
ぞ
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
む
し
ろ
、
厳
し
い
練
習
は
自
分
た

ち
を
鍛
え
上
げ
、
支
え
に
な
っ
て
い
る

と
さ
え
言
い
ま
す
。
４
人
と
も
親
元
を

離
れ
、
寮
や
下
宿
で
の
生
活
を
送
る
中

で
、
食
事
や
共
同
生
活
の
不
自
由
さ
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

二
田
君
と
畑
澤
君
は
全
国
一
位
と
三

冠
を
、
伊
藤
君
は
下
級
生
の
模
範
と
な

る
よ
う
、
鈴
木
君
は
新
１
年
生
に
負
け

な
い
よ
う
に
、
と
今
年
の
目
標
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

も
う
既
に
新
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
も
全
国
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

「
能
代
工
業
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
」

と
聞
い
た
だ
け
で
、
常
勝
チ
ー
ム
・
全

国
一
と
い
う
言
葉
が
先
に
立
っ
て
、
ど

ん
な
に
い
か
め
し
く
き
つ
い
チ
ー
ム
だ

ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
出

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
少
し
は
に
か
ん

で
話
す
好
印
象
を
与
え
る
高
校
生
達
で

し
た
。
こ
こ
に
井
川
中
学
校
出
身
者
が

４
人
在
籍
し
、
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を

渡部夏澄さん（新間）
ペット関係の仕事に
ついて、ペットを大
切にしたい。

渡部大輝さん（さくら）
任天堂のゲームデザ
イナーになりたい。

渡部　伸さん（宇治木）
プロバスケットの選
手になって、有名に
なりたい。

湊　弘明さん（坂本）
ゲームデザイナーに
なってたくさんの人
に売りたい。

松
田
　
彩あ

や

乃の

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

父
・
和
久
さ
ん

新
屋
敷（
母
・
尚
子
さ
ん
）

イタズラばかりで男勝りの彩乃。
大好きなクマさんと遊ぶあたり、
やっぱり女の子だね。
笑顔を振りまき、みんなを笑顔に
させてくれる。
うちのめんちょこ。宝物。

小
さ
な
小
さ
な
お
膳
の
上
に
の
っ

た
茶
わ
ん
や
お
箸
、
お
皿
の
上
に
は

米
粒
の
よ
う
な
料
理
が
並
ん
で
い
る
。

日
常
見
慣
れ
た
世
界
が
自
分
の
手
の

ひ
ら
で
見
渡
せ
る
不
思
議
な
情
景
。

思
わ
ず
手
に
と
っ
て
眺
め
た
く
な
る
。

そ
ん
な
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ミ

ニ
チ
ュ
ア
の
世
界
は
子
供
に
も
大
人

に
も
心
弾
む
も
の
が
あ
る
。

村
中
は
生
活
に
密
着
し
た
工
芸
的

な
部
分
と
彫
刻
と
い
う
二
つ
の
道
を

歩
き
な
が
ら
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
生
ま
れ
る
創
造

性
を
独
自
の
感
性
で
結
び
つ
け
た
新

鮮
な
発
想
は
、
確
か
に
村
中
ワ
ー
ル

ド
と
も
い
う
べ
き
異
次
元
の
世
界
を

創
り
だ
し
て
き
た
。

村
中
の
作
品
が
置
か
れ
て
い
る
の

は
芝
生
広
場
の
小
高
い
丘
の
上
で
あ

る
。
一
本
の
欅
の
木
の
下
に
広
が
る

メ
ル
ヘ
ン
の
町
。
小
さ
な
階
段
を
上

り
、
銀
色
に
輝
く
雲
の
ず
ー
っ
と
上

に
「
雲
の
上
の
町
」
が
あ
る
。
か
わ

い
ら
し
い
樹
木
、
煙
突
か
ら
ふ
わ
ふ

わ
の
雲
を
は
き
出
す
石
造
り
の
家
。

夏
の
午
後
、
日
差
し
を
さ
え
ぎ
る
葉

の
重
な
り
は
柔
ら
か
な
緑
の
空
に
な

り
、
小
さ
な
町
に
優
し
く
溶
け
込
む
。

苑
地
の
一
日
は
小
さ
な
町
の
一
日
で

あ
り
、
四
季
の
う
つ
ろ
い
は
小
さ
な

町
の
一
年
を
刻
ん
で
い
る
。

大
き
く
心
を
揺
さ
ぶ
る
「
彫
刻
」

の
造
形
性
、
優
し
く
体
の
中
に
と
け

込
ん
で
く
る
「
工
芸
」
の
生
活
に
結

び
つ
い
た
美
。
村
中
ワ
ー
ル
ド
の
も

つ
魅
力
は
確
か
に
こ
れ
ま
で
の
作
品

群
と
は
異
な
る
新
し
い
世
界
を
苑
地

に
創
り
だ
し
た
。
雪
の
丘
に
立
つ

「
雲
の
上
の
町
」
を
訪
ね
て
み
て
欲
し

い
。
き
っ
と
小
さ
な
町
は
雪
に
埋
も

れ
た
彫
刻
で
は
な
く
、
冬
ご
も
り
の

日
々
を
過
ご
す
メ
ル
ヘ
ン
の
町
だ
と

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
に
違
い
な
い
。

秋
田
県
立
近
代
美
術
館

副
館
長
　
小
笠
原
　
光

村
中
保
彦
／
一
九
五
五
年
山
口
県
に
生

ま
れ
る
。
東
京
芸
大
、
大
学
院
卒
。
日
本

新
工
芸
展
、
日
展
、
金
沢
工
芸
大
賞
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
。
荒
川
リ
バ
ー
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
等
受
賞
多
数
。
全
国
各
地

に
レ
リ
ー
フ
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
。

（ステンレス・チタン・コールテン鋼/254.0×125.0×77.0）

雲
の
上
の
町

村む
ら

中な
か

保や
す

彦ひ
こ

～　10　～�


